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ALC区
1 は じ め に

これまで石灰質資材の一種である多孔質 ケイカル

(ALC)を水田作上に施用 し,水稲のCd吸収抑制効果に

ついて検討 してきた。その結果,グライ土壌では作土の石

灰飽和度1∞%以上になるように資材を施用すれば (ALC
の場合現物で25t/10a施用),通常資材によるCd吸 収

抑制には併用が必要とされる湛水管理なしに,水稲玄米の

Cd濃度を基準値0 4ppm以下に抑制できることを既に報告

した1)。

ここでは作況指数37の大冷害年を含む1991～93の 3カ 年

の調査結果をもとに,①資材の作土施用におけるCd吸収

抑制効果の灰色土壌とグライ土壌の土壌間差異,②作土施

用では効果が不十分な灰色土壌における下層からの Cd吸

収割合の年次変動について検討した結果を報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次及び作況指数

1)年次 :1991年～93年

2)県平均作況指数 :92(1991),98(1992),37(199Э

2)供試土壌

1)上壌タイプ :グ ライ土壌及び灰色土壌

2)土性 :主にLiC

3)土壌 Cd含量 :作土,下層とも平均5 3ppm(01
N塩酸可溶)

3)試験区の構成 (図 1)

1)現地枠試験 (1991年～1993年 ,図 1)

規模 :1ピ (lm× lm)
ALC区 :代かき時にALC現物2 5kgを作土に混和

対照区 :資材無施用

下層遮断区 :資材無施用,作土下に不織布を敷き,水稲

根が作土以下の下層に侵入できないようにした (灰色土壌

圃場 2カ 所に1992年 ,単年度のみ設置)。

2)ポ ット試験 (1992年～1993年 )

規模 11/2,000aポ ット

ALC区 :1991年現地枠試験 ALC区の跡地作土を採取 ,

下層遮断区

図 1 試験区の構成 (模式図)

水稲栽培を継続。

対照区 ,1991年現地枠試験対照区の跡地作土を採取,水
稲栽培を継続。

に)栽培管理

現地枠試験については,施肥,水管理等すべて農家慣行

とし管理は農家へ委託 した。当地区は排水不良のため,秋
作業に備え早期落水傾向の水管理となっている。

ポット試験はセンターにて露地栽培 し,Cdを 吸収 しや

すくするため7月 以降は潅水を控えた。

3 試験結果及び考察

図 2は現地枠試験の対照区,ALC区 の玄米 Cd濃度に

ついて, 3カ 年の累積出現頻度分布をグライと灰色土壌に

分けて示 したものである。

ALC作土施用による水稲のCd吸収抑制効果について

は顕著な土壌間差異が認められた。即ちグライ土壌であれ

ば3カ 年通 じてすべての試験圃場で玄米 Cd場鐸華n4ppm
を下回るが,灰色土壌では対照区の濃度に比べ低下はする

ものの,基準値を超えるものも少なくはなかった。

そこで次に灰色土壌における抑制効果が不十分である原

因について検討した。この検討に際しては玄米ではなく成

熟期茎葉のCd濃度を調べた。通常成熟期茎葉の Cd濃度

ALC処理した作土
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図2 土壌タイプ別玄米 Cd濃度頻度分布 (n-lo4)

は玄米濃度の約10倍で,水稲の吸収したCdの ほとんどは

茎葉に含まれるからである。

まず現地の作土にALCを施用した灰色土壌,グ ライ土

壌の画場から跡地土壌を採取し,ポ ットで水稲を栽培した。

1992年～93年の成熟期茎葉Cd濃度の平均値は全体では対

照区10 1ppm,ALC区 0 3ppmであり,土壌タイプの違い

は認められなかった。このことからALCが施用量だけ土

壌に混和されれば,水稲のCd吸収は極 くわずかにおさえ

られると考えられた。

現地灰色土壌における効果が不十分な原因として,ALC
が混和されてない層 (下層)か らの吸収が考えられたので

,

1992年 には灰色土壌の圃場 2カ所に下層遮断区を設けた。

結果は図 3に示 した。

成熟期茎葉のCd濃度については,2圃場とも,下層遮

断区は対照区のわずか 3～ 4害1,Al,C区 は逆に対照区の

6～ 7割 もの高い値となった。このように対照区から下層

遮断区を差し引いた値と,ALC区の値はよく一致 してい

た。このことは現地枠試験ALC区のCdは ポット試験と同

様,ALCの混和してる作土からの吸収は極少なく,そ の

ほとんどが下層から吸収されてることを示すと考えられる。

そこで実際に下層遮断区を設置してない圃場における下

層からのCd吸収割合を下層からの Cd吸収割合=ALC
茎葉 Cd濃度/対照区茎葉 Cd濃度として評価 し,灰色土

壌のおける年次間差を検討した。結果は図 4に示した。圃

場間のパラツキはあるが,平均では91年 56%,92年 77
%,93年 37%と なり,作況指数にはぼ連動 した年次変動

となった。 しかし作況指数37の著 しい不作年でも,Cdに

対照区 ALC区 下 層     対照区 ALC区 下 層
遮断区            進断区

灰色土壌圃場における下層遮断区の

成熟期わらCd濃度 (1992)

図4 灰色土壌圃場におけるCd下層吸収割合の圃場間,

年次間差 (下層吸収割合=ALC区/対照区)

ついては約 4割が下層から吸収されており,窒素の下層吸

収割合 (約 1割程度)に比べれば下層吸収割合は高かった。

このように灰色土壌では年次間差はあるものの下層から

のCd吸収が多いので,Cd吸収抑制には下層までの改良が

必要である。

4 ま と め

1991年～93年の3カ 年間.ALC作土施用による水稲のC
d吸収抑制効果を検討した。

抑制効果には土壌間差異が認められ,グライ土壌ではす

べての試験圃場で玄米 Cd基準値0 4ppmを 下回ったが
,

灰色土壌では下層からの吸収が多く,基準値を超えるもの

も少なくはなかった。

灰色土壌における下層からの Cd吸収割合は年次変動が

認められ,平均で91年 56%,92年 77%,93年  37%程
度と推定 した。著しい不作年でも下層吸収割合は比較的高

く,Cd吸収抑制には下層までの改良が必要である。
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